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1. はじめに 
翻訳者を支援するための翻訳支援ソフトウェアが産

業翻訳をターゲットに開発されている[1,2,3,4]。

自動翻訳の結果をそのまま使うことに関してはまだ

抵抗感がある一方で、翻訳した訳例（翻訳メモリと

も呼ぶ）を蓄積し、検索できる翻訳メモリシステム

に関しては、特にソフトウェアローカライゼーショ

ンおよびマニュアル翻訳などの分野で使われること

が多い。しかし複数の翻訳者で訳例を共有したい場

合、従来の翻訳メモリシステムにおいては、各翻訳

メモリについてリアルタイムにフィードバックでき

ないために、翻訳メモリシステムの効能を十分に活

かしきれていなかった。本稿ではこの問題に対処し

た翻訳メモリシステムを提案する。翻訳メモリごと

にリアルタイムにフィードバック可能で、フィード

バックに基づき検索ランキングを変えることにより、

より効果的に翻訳メモリが使えるシステムを試作し

たのでデモンストレーションを行う。 
 

2. 翻訳メモリシステムにおける共有の問
題点 

翻訳メモリシステムとは、翻訳した訳例を原文と訳

文のペアの形でデータベースに登録しておき、翻訳

するときに翻訳対象文（原文）をキーにしてデータ

ベース中にある近い訳例を検索するシステムである。

データベース中の訳例原文が翻訳対象文とほとんど

同じ場合翻訳の手間が大きく省けるので翻訳の効率

化につながる。1 文の翻訳が終わると自分の訳文を

リアルタイムに登録できるため、繰り返し同じ表現

が出てくる文書の翻訳に効果的である。 

ソフトウェアローカライゼーションやマニュアル翻

訳などの分野では実際に翻訳メモリシステムを使っ

て翻訳の効率化が行われている。しかし、これらの

分野では複数の翻訳者で翻訳することが多く、翻訳

メモリを共有することが必要になってくる。翻訳メ

モリの共有にあたっては、データベースをサーバー

側におき、Web サービスとして翻訳メモリの検索・

登録機能を提供するのが一般的である。 

しかし、従来の共有型翻訳メモリシステムにおいて

は、訳例の検索と登録という 2 つの機能しかなかっ

た。このため、誤った訳例が登録されている場合は 

 

各翻訳者の判断で誤った訳例を使わないなどする方

法がとられていた。例えば図１の例で、「これはペ

ンです。」に相当する過去の訳例を見たいときに、

検索結果 1 位にランクされた訳は誤りの英語であ

る”This is pen.”である。検索結果 2 位にランク

されている英語が正しい訳である。このままでは、

誤って”This is pen.”の訳例が使われてしまう可

能性がある（特にこの例のように原文が 100%一致

する場合、自動的に訳文がエディタに自動的に挿入

される仕組みになっている）。この場合、1 位にラ

ンクされた訳は出てほしくないか、下位にランクさ

れるべきである。また翻訳者が検索時に訳例がおか

しいと気づいたら、翻訳メモリシステム内でフィー

ドバックする機能がないため、誤訳に関して他のツ

ール（メールやメッセージツールなど）を使って翻

訳メモリ管理者に通知する必要があった。さらに翻

訳メモリ管理者が翻訳メモリデータベースに誤った

訳例の修正を反映しない限り、誤った訳例が検索さ

れ続けることになる。すなわち、従来の共有型翻訳

メモリシステムには以下の問題があった： 

 

1. 誤った翻訳メモリが登録されていてもす

ぐにフィードバックできない 

2. 翻訳メモリのランキングを制御できない 

3. 翻訳メモリのフィードバックは翻訳メモ

リ管理者にメールやメッセージツールで

送らなければならず、翻訳以外の作業が

発生する。 

4. 翻訳メモリ管理者は個々のフィードバッ

クを反映する作業をしなければならない。

反映作業がされない限り、翻訳者は修正

前の翻訳メモリを検索し続けることにな

る。 

 

図１ 翻訳メモリの検索結果（例） 
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もし翻訳者が、検索された訳例についてリアルタイ

ムにフィードバックできたら、そのフィードバック

により検索結果のランキングを制御したりできる他、

その訳例を他の翻訳者が検索したときでもそのフィ

ードバックを見ることができる（図２）。この他、

翻訳メモリ管理者の負担が大きく軽減される。 
 

3. フィードバック対応型翻訳メモリシス
テム 

前節で挙げた問題点を解決するために、以下 4 つの

ポイントが実装上重要である。 

 

1. 翻訳メモリデータベースの拡張：各訳例ごと

に、フィードバックを保持する機構が必要で

ある。そのため、既存の原文と訳文しか保持

しない従来の訳例データベースを拡張する必

要がある。 

2. フィードバック登録機能の追加：ユーザが訳

例ごとに評価点やコメントなどのフィードバ

ックを登録できるようにするための機能が必

要である。 

3. ランキング手法の改善：フィードバックをも

とにランキングスコアを調整する必要がある。 

4. 検索結果の表示のカスタマイズ：フィードバ

ックが簡単にでき、フィードバック結果を効

果的に表示する仕組みが必要である。 

 

上記 1～3 についてはサーバー側の処理、上記 4 に

ついてはクライアント側の処理として実装した。翻

訳メモリシステムとして、3,4 は使い勝手に大きな

影響を与えるので特に重要である。 

 

ランキング手法の改善について：ランキングは、い

くつかの手法、またそれらの組み合わせが考えられ

る： 

(ア) 評価点によるランキングスコアの調整：評価

点が高い場合は上位にランク付けされ、評価

点が低い場合は下位にランク付けされるべき

である 

(イ) 利用頻度によるランキングスコアの調

整：利用頻度が高ければ高いほど上位にラン

ク付けされ、低ければ低いほど下位にランク

付けされるべきである。 

(ウ) 登録日付によるランキングスコアの調

整：例えば 1 年以上前に登録された翻訳メモ

リは下位にランク付けされるようにできる。 

例えば、評価点および利用頻度がある閾値以下で、

2 週間以前に登録された翻訳メモリのランキングス

コアは 1/3 にする、などができる。 

 

 

図２ 訳例フィードバックを表示した 

翻訳メモリ検索結果（例） 
 

 

検索結果のカスタマイズについて：検索結果のカス

タマイズをクライアント側で処理するのは、翻訳者

ごとに検索結果をカスタマイズできるようにするた

めである。翻訳結果を HTML+CSS で記述すれば、例

えば以下のような検索結果の細かいところまで制御

できる。 

 

(ア) 例えばフィードバックの内容を表示する・し

ない 

(イ) 評価点が低い訳例については目立たない表示

にする 

(ウ) コメント付の訳例は赤字でコメントを表示す

る 

 

図２は、（イ）（ウ）両方に対応した表示例である。 

 

4. まとめ 
複数の翻訳者で訳例を共有するに際して、訳例ごと

にリアルタイムにフィードバックができる仕組みを

試作した。訳例にフィードバックが登録された時に

その訳例の登録者にもフィードバックを通知するよ

うな仕組みも考えられる。今後は実際の翻訳業務に

使用し、評価をすすめたい。 
 
参考文献  
[1] 富士通.英日・日英翻訳ソフト ATLAS.  

http://software.fujitsu.com/jp/atlas/ 
[2] Seiji Okura, Tatsuo Yamashita, Masaru Fuji, Guowei Xu, 

Akira Ushioda. Integrating MT and TM: Cliché. 20th 
International Conference on Computational Linguistics 
(COLING) , Exhibition. 

[3] 大倉清司、富士秀、長瀬友樹. オートコンプリートに
よる翻訳支援. 言語処理学会第 13 回年次大会予稿集, 
2007. 

[4] 大倉清司、徐国偉、山下達雄、富士秀、潮田明. 多言
語翻訳プラットフォーム Cliché. 言語処理学会第 10 回
年次大会予稿集, 2004. 

－ 521 －




